














































































































































































































































































































































































































































































































130 小沼藤野 強心配糖体のRadioimmunoassay 札幌医誌1976
結 論
　Smithの原法を改良してえた各種強心配糖体抗血清を
用い，Radioimmunoassayの感度ならびに特異性を詳細
に検討した．
　　1）作製したdigitoxin，　digoxinおよびoubain抗血
清を用いてのRadioimmunoassayの測定限界はいずれも
0．1ng／m6　sernumであった．
　　2）digitoxin抗血清はdigitoxinと強く反応したが，
他の強心配糖体やその代謝物との反応は極めて弱かった．
　　3）digoxin抗血清はdigoxinと強く反応したが，　di－
goxin以外の配糖体とは反応し難かった．
　　4）ouabain抗血清はdihydroQuabainともouabain
と同程度の結合性を示した．
　　5）抗血清の感度並びに特異性と免疫期間，化学構造，
代謝物との関係について論じた．
　本稿を終るにのぞみ，．ご懇篤なるご指導，ご校閲をたま
わった田中護教援に深甚なる謝意を捧げる．．と共に，ご協力
をいただいた教室員各位に深謝します．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和51・3・3受付）
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